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�
村
長
等
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例

全
員
賛
成

村
長
の
公
約
に
よ
り
、
村
長

及
び
副
村
長
等
の
特
別
職
の
給

料
等
を
30
％
減
額
す
る
。
期
間

に
つ
い
て
は
平
成
23
年
７
月
１

日
か
ら
在
任
期
間
と
す
る
。

榛
東
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
害
が
未
曾

有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
緊
急
の
対
応
と
し
て
措
置

を
講
ず
る
も
の
。

①
雑
損
控
除
の
特
例

住
宅
や
家
財
等
に
係
る
損
失

の
雑
損
控
除
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
住
民
税
で
の
適
用
を

可
能
と
す
る
。
繰
越
可
能
期
間

を
５
年
と
す
る
。

②
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
適
用
の

特
例住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
住

宅
が
、
大
震
災
に
よ
り
滅
失
等

し
て
も
、
平
成
25
年
度
分
住

民
税
以
降
の
残
存
期
間
の
継
続

適
用
を
可
能
と
す
る
。

③
被
災
住
宅
用
地
の
特
例

大
震
災
に
よ
る
災
害
に
よ
り

滅
失
・
損
壊
し
た
住
宅
の
敷
地

の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
土
地
を

被
災
後
10
年
度
分
（
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
33
年
度
分
）
に

つ
い
て
は
、
当
該
土
地
を
住
宅

用
地
と
み
な
し
固
定
資
産
税
が

軽
減
さ
れ
る
。

榛
東
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
少
数

教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校

給
食
の
う
ち
、
保
護
者
負
担
額

の
２
分
の
１
を
村
が
負
担
し
、

平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

質
問
　
選
挙
公
約
で
は
、
村
民

に
負
担
は
か
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
。

村
長

村
長
・
副
村
長
の
給
料

の
減
額
を
し
、
広
域
問
題
も
解

一
般
会
計全

員
賛
成

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２，

０
９
５
万
７，

０
０
０

円
を
減
じ
、
予
算
総
額
を
52

億
２，

１
７
７
万
７，

０
０
０

円
と
す
る
。（
主
に
職
員
の
人

事
異
動
等
に
伴
う
も
の
と
、
子

ど
も
手
当
て
の
支
給
額
等
の
変

更
に
伴
う
も
の
と
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
平
成
22
年
度

の
指
定
管
理
の
清
算
返
還
金
の

処
理
に
伴
う
も
の
）

質
問

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免

許
試
験
の
補
助
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

職
員
の
異
動
に
伴

い
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る

担
当
課
に
免
許
を
持
っ
て
い
る

職
員
が
い
な
い
た
め
に
、
免
許

取
得
の
た
め
で
す
。

平
成
23
年
度

補
正
予
算

質
問

電
気
ス
タ
ン
ド
30
台

購
入
は
節
電
対
策
で
す
か
。

総
務
課
長

残
業
時
、時
間
外
、

暗
く
な
っ
た
と
き
に
、
う
ま
く

そ
の
部
分
だ
け
を
照
ら
す
と
い

う
わ
け
に
い
か
な
い
た
め
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
ス
タ
ン
ド
を
購
入
し
、

節
電
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

東
日
本
大
震
災
が
お
き

し
ん
と
う
ア
リ
ー
ナ
の
建
物
修

理
が
あ
る
が
、
ど
の
く
ら
い
の

被
害
が
あ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

建
設

当
時
の
設
計
会
社
に
調
査
依
頼

し
、
ロ
ビ
ー
部
分
で
飾
り
棚
の

周
り
の
ク
ロ
ス
に
ク
ラ
ッ
ク
が

入
っ
た
と
言
う
も
の
で
、
建
物

全
体
的
に
は
全
く
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計全

員
賛
成

１
万
２，

０
０
０
円
を
減
額

す
る
。（
制
度
改
正
に
伴
う
職

員
手
当
、
共
済
費
の
補
正
）

学
校
給
食
事
業

特

別

会

計
全
員
賛
成

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４

０
５
万
９，

０
０
０
円
を
加
え

て
総
額
予
算
を
１
億
５，

１
２

５
万
３，

０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
に
職
員
の
人
事
異
動
に
伴

う
も
の
）

上

水

道

事

業

会

計
全
員
賛
成

５
１
９
万
８，

０
０
０
円
を

減
額
す
る
。（
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
）

質
疑
質
疑�

質
疑�

条
例
の
改
正

決
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
も
し

不
足
す
れ
ば
、
財
調
を
一
時
取

り
崩
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

こ
の
時
期
に
実
施
す
る

の
で
な
く
、
来
年
度
以
降
に
、

予
算
組
み
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

子
育
て
支
援
金
が
目
減

り
し
て
い
る
状
態
の
な
か
、
村

の
事
業
と
し
て
提
案
し
た
。

反
対
討
論

財
源
は
広
域
負

担
金
４，

０
０
０
万
円
を
是
正

し
、
給
食
費
に
充
て
、
村
民
に

負
担
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
と

明
言
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
財
調
を
取
り
崩
し
て
充
て

る
こ
と
は
、
村
民
に
多
大
な
負

担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
公

約
違
反
か
と
思
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
こ
の
条
例
に
は
反
対
し
、

反
対
討
論
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

公
約
の
給
食
費

２
分
の
１
補
助
を
掲
げ
て
当
選

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
が

公
約
を
支
持
し
た
証
で
す
。
そ

の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
条
例

化
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
住

民
の
願
い
に
応
え
る
義
務
だ
と

思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
条
例

の
一
部
改
正
に
賛
成
し
ま
す
。


